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【はじめに】
　当研究室では，ラットにおける代表的な急性期蛋白
であるα 2-macroglobulin（α 2M）に関して，テレピン油
を単回あるいは反復投与して急性炎症を惹起したとき
のα 2Mの血清中の濃度推移あるいはα 2Mを産生する
肝臓が障害を受けたときの産生量の変化について検討
し，本研究会においても発表してきた。
　しかし，いずれの報告も同じ週齢のラットにおいて
検討されたものであり，週齢の違いによるα 2Mの血
清濃度の推移について検討した報告はみられない。
　そこで，本研究では 3，7 及び 11 週齢のラッ
トへ同じ程度の炎症刺激を与えたときの血清中
のα 2M濃度推移について検討した。併せて，現在
までの知見でα 2Mの産生に関与していると考えら
れている interleukin-6（IL-6）及び cytokine-induced 
chemoattractant-1（CINC-1）の血清濃度推移について
も検討した。
【材料と方法】
1） 実験動物：3，7及び 11週齢の Sprague-Dawley系
雄性ラットをそれぞれ 5匹ずつ供試した。
2） 動物実験：ラットの大腿部筋肉内へテレピン油を
1匹当り 0.2 ml/kgの投与量で単回投与した。血液
は投与前，投与 6，12，24，48，72及び 96時間後
に，それぞれ頚静脈から 0.3 mlずつ採取した。
3） 定量法：α 2M，IL-6及び CINC-1はいずれも ELISA
で測定した。
4） 統計手法：統計処理は，対応のない student t検定
で各時点におけるα 2-M，IL-6及び CINC-1の血清
濃度について行い，有意水準は 0.05とした。
また，血中濃度曲線下面積（area  under  the
concentrationtime curve：AUC）は台形法により求
めた。
【結果及び考察】
　α 2Mの AUCは，週齢が増える共に増加し，各週齢
間に有意な差が認められた。この結果から，α 2Mの
産生量は，同じ程度の炎症刺激を加えたとしても週齢
の違いにより差があることが明らかとなった。
　しかし，IL-6及び CINC-1の AUCは，3週齢におけ
る CINC-1が 7及び 11週齢に比べ有意に低い値を示
した以外は各週齢間に有意な差が認められなかった。
　これらのことから，IL-6及び CINC-1の産生量には
各週齢間に違いはないと考えられた。これらの結果
から，α 2-Mの週齢の違いによる産生量の差は，肝臓
におけるα 2Mを産生する能力の違いに起因する可能
性が示唆された。α 2Mの 血清濃度は，テレピン油投
与 6時間後のみ各週齢間に有意な意が認められなかっ
た。これは，3週齢のテレピン油投与 6時間後におけ
る IL-6及び CINC-1の血清濃度が，7及び 11週齢に
比べ有意に高い値を示したことによるものと考えられ
た。
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